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決
算
審
査
特
別

委
員
会
の
主
な

質
疑
・
答
弁

一　
般　
会　
計

❖
総
務
課
関
係
❖

質
疑　
監
査
委
員
か
ら
指
摘
の

あ
っ
た
予
算
流
用
に
つ
い
て
、

予
算
管
理
上
か
ら
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
第
一

に
は
議
会
に
お
け
る
予
算
補
正

や
議
会
へ
の
報
告
が
必
要
な
専

決
処
分
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

総
務
課
長　
緊
急
性
が
あ
り
、

や
む
を
得
な
い
部
分
に
つ
い
て

予
算
流
用
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
は
歳
出
の
見
込
み
を

早
目
に
立
て
、
定
例
会
ご
と
に

予
算
補
正
を
す
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
。

❖
政
策
調
整
課
関
係
❖

質
疑　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
利
用

者
一
人
あ
た
り
の
経
費
が
約
６
，

０
０
０
円
か
か
っ
て
い
る
が
、

今
後
も
こ
の
ま
ま
の
状
況
で
運

行
を
継
続
す
る
の
か
。

ま
た
、
料
金
を
無
料
と
し
、

無
償
バ
ス
と
し
て
運
行
経
費
が

か
か
ら
な
い
よ
う
に
他
の
民
間

業
者
に
委
託
す
る
な
ど
の
方
法

は
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

政
策
広
報
係　
現
在
の
デ
マ
ン

ド
バ
ス
の
利
用
者
は
約
６０
名
お

り
、
高
齢
者
の
交
通
手
段
確
保

の
た
め
運
行
を
継
続
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
の
デ
マ
ン
ド
バ

ス
の
運
行
形
態
は
自
家
用
運
送

で
運
行
業
務
を
函
館
バ
ス
へ
委

託
し
て
い
ま
す
。
道
路
運
送
法

に
基
づ
か
な
け
れ
ば
無
料
で
の

バ
ス
運
行
も
可
能
で
す
が
、
そ

の
場
合
、
国
か
ら
の
補
助
金
や

令和２年度令和２年度
一般会計ほか６特別会計一般会計ほか６特別会計

決算認定！！決算認定！！

令和３年第３回定例会は、９月24日に招
集され、会期を９月30日までの７日間と決
め、１名の議員による一般質問（11頁に掲
載）が行われました。
また、令和３年度一般会計及び特別会計

の補正予算等の議案14件、令和２年度各会
計決算認定７件、報告３件、追加議案１件、
発委２件、意見書案９件の審議が行われ、
いずれも原案のとおり可決し、会期を２日
残して閉会しました。
なお、令和２年度各会計の決算認定につ

いては、議員全員（議長及び議選監査委員を
除く）で構成する「決算審査特別委員会」
を設置し、委員長に山田議員を互選し、こ
れに付託しました。

令 和 ３ 年令 和 ３ 年
第第３３回回定例会定例会

質
疑

総
務
課
長

政
策
広
報
係

年度途中において、
緊急を要する支出が
発生したが、その予
算が足りない場合な
どに、補正予算を編
成することなく、他
の予算を減額して当
該予算を増額するこ
と

予算流用
とは

本来、議会の議決・
決定を経なければな
らない事柄について、
地方公共団体の規定
に基づいて、議会の
議決・決定の前に自
ら処理すること

専決処分
とは

質
疑
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第３回定例会の概要

特
別
交
付
税
の
対
象
と
な
ら
な

い
こ
と
か
ら
、
当
面
は
補
助
金

等
を
有
効
活
用
し
地
域
公
共
交

通
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

❖
生
活
福
祉
課
関
係
❖

質
疑　
４０
歳
以
下
に
つ
い
て
は
、

町
の
が
ん
検
診
の
対
象
に
な
ら

な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
若
い
人
が
検
診
を
受
け
ず
に

が
ん
に
か
か
れ
ば
進
行
が
早
い

こ
と
も
あ
る
。
が
ん
検
診
の
受

診
を
増
や
す
た
め
、
対
象
年
齢

の
引
き
下
げ
や
個
人
負
担
の
軽

減
に
つ
い
て
考
え
て
い
な
い
か
。

生
活
福
祉
課
長　
町
の
が
ん
検

診
の
対
象
年
齢
は
国
の
基
準
に

基
づ
い
て
決
め
て
い
ま
す
。
な

お
、社
会
保
険
の
加
入
者
や
、一

部
の
事
業
所
で
は
検
診
車
に
来

て
も
ら
う
な
ど
、
若
い
方
で
も

受
診
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
国
保
の
加
入
者
に
つ
い

て
は
国
の
基
準
が
あ
り
ま
す
が
、

対
象
年
齢
の
引
き
下
げ
等
に
つ

い
て
は
、
次
年
度
に
向
け
て
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

❖
産
業
振
興
課
関
係
❖

質
疑　
道
の
駅
に
国
か
ら
の
補

助
金
で
設
置
し
た
電
気
自
動
車

の
充
電
施
設
が
あ
る
が
、
容
量

が
小
さ
く
使
い
勝
手
が
悪
い
と

聞
い
て
い
る
が
。

商
工
観
光
係
長　
道
の
駅
の
充

電
施
設
に
つ
い
て
は
２０
キ
ロ
ワ

ッ
ト
で
利
用
料
金
は
１５
分
２
５

０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

現
在
の
主
流
は
５０
キ
ロ
ワ
ッ
ト

の
設
備
で
す
が
、
利
用
料
金
が

１５
分
５
０
０
円
か
ら
１
，
０
０

０
円
と
上
が
っ
て
し
ま
い
、
町

の
電
気
料
も
約
１０
倍
か
か
り
ま

す
。
そ
の
た
め
道
内
の
ほ
と
ん

ど
の
道
の
駅
の
充
電
施
設
は
２０

キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

❖
教
育
委
員
会
関
係
❖

質
疑　
昨
年
度
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外

国
語
指
導
助
手
）
を
１
名
増
員

し
た
効
果
は
あ
っ
た
か
。

　
ま
た
、
幼
保
小
中
高
一
貫
教

育
の
中
で
、
認
定
こ
ど
も
園
で

は
ど
の
よ
う
な
形
で
英
語
教
育

を
進
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
か
。

学
校
教
育
課
長　
昨
年
度
か
ら

Ａ
Ｌ
Ｔ
が
２
名
体
制
と
な
り
、

１
名
は
中
学
校
と
高
校
、
も
う

１
名
は
小
学
校
と
中
学
校
に
手

分
け
し
、
ほ
と
ん
ど
の
英
語
の

授
業
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
各
学
校

か
ら
は
、
特
に
耳
で
聴
く
リ
ス

ニ
ン
グ
に
つ
い
て
効
果
が
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

教
育
長　
現
在
、
幼
稚
園
に
高

校
教
諭
が
出
向
い
て
、「
外
国
語

遊
び
」
を
教
え
て
い
ま
す
。
認

定
こ
ど
も
園
が
で
き
た
際
も
、

３
歳
児
か
ら
５
歳
児
に
つ
い
て

教
育
課
程
に
基
づ
く
教
育
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

継
続
し
て
取
り
組
め
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
た
い
。

決算審査特別委員会を進行する山田委員長

道の駅にある電気自動車の急速充電施設

質
疑

生
活
福
祉
課
長

質
疑

商
工
観
光
係
長

質
疑

学
校
教
育
課
長

教
育
長

外国語遊びの様子



4

質
疑　
知
内
高
校
生
が
検
定
を

受
け
る
際
に
検
定
料
な
ど
を
町

で
助
成
し
て
い
る
が
、
当
町
か

ら
他
の
高
校
に
い
っ
た
子
ど
も

は
実
費
で
検
定
を
受
け
て
お
り
、

負
担
に
差
が
あ
る
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長　
町
内
の
小
中
学
生
、

知
内
高
校
生
に
対
し
て
の
支
援

と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。
町
外

の
生
徒
に
つ
い
て
の
支
援
は
今

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

町
長　
基
本
的
に
知
内
高
校
を

町
立
と
し
て
存
続
さ
せ
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
展
開
を
し
て

き
ま
し
た
。
今
後
、
少
子
化
等

に
よ
り
生
徒
の
確
保
に
つ
い
て

は
厳
し
い
環
境
が
続
く
と
思
わ

れ
ま
す
。
学
習
・
部
活
動
な
ど

あ
ら
ゆ
る
面
を
強
化
し
、
選
ば

れ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
疑　
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
で
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
た
い
じ

め
に
つ
い
て
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
町
に
お
い
て
も
小・中・

高
と
全
て
の
学
校
に
普
及
さ
せ

る
に
あ
た
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
使
い
方
や
管
理
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

学
校
教
育
課
長　
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
管
理
指
針
の
制
定
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
今
後
、
端
末

を
家
庭
に
持
ち
帰
っ
て
使
用
す

る
場
合
を
想
定
し
、
児
童
・
生

徒
の
使
い
方
、
保
護
者
の
使
い

方
、
学
校
で
の
使
い
方
等
の
ル

ー
ル
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
通
じ
て

の
い
じ
め
対
策
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
の
機
能
は
休
校
時
や
学
校

側
か
ら
の
連
絡
事
項
に
限
り
使

用
し
、
児
童
・
生
徒
間
で
は
使

わ
な
い
よ
う
制
限
し
た
上
で
貸

し
出
し
す
る
ル
ー
ル
と
し
て
い

ま
す
。

❖
国
民
健
康
保
険
事
業

　
特
別
会
計
❖

質
疑　
平
成
２８
年
度
と
比
較
し

て
国
保
の
加
入
者
が
減
り
、
医

療
給
付
費
も
減
っ
て
き
て
い
る

中
、
約
１
億
３
，
０
０
０
万
円

の
基
金
は
持
ち
す
ぎ
だ
と
思
う

が
。
国
保
税
を
引
き
下
げ
る
な

ど
国
保
加
入
者
に
還
元
す
る
考

え
は
な
い
か
。

保
険
係
長　
令
和
２
年
度
以
降
、

基
金
繰
入
を
行
い
、
新
た
な
予

防
事
業
や
保
険
事
業
に
活
用
し

て
い
ま
す
。
保
険
税
率
の
引
き

下
げ
に
つ
い
て
は
、
国
保
運
営

協
議
会
で
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

副
町
長　
国
保
税
に
お
け
る
標

準
税
率
と
町
の
税
率
で
は
、
平

等
割（
世
帯
割
）の
医
療
費
分・

支
援
分
・
介
護
分
を
合
わ
せ
る

と
約
１
万
２
，
０
０
０
円
の
差

が
あ
る
こ
と
か
ら
保
険
税
率
の

引
き
下
げ
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

将
来
的
な
こ
と
を
考
え
る
と
約

１
億
３
，
０
０
０
万
円
の
基
金

を
０
円
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
半
分
程
度
の
５
，
０
０

０
万
円
は
留
保
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

❖
水
道
事
業
会
計
❖

質
疑　
水
道
の
有
収
率
が
下
が

っ
た
要
因
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

建
設
水
道
課
長　
町
で
は
昨
年

度
調
査
を
実
施
し
、
大
き
な
漏

水
に
つ
い
て
は
修
理
し
て
い
ま

す
が
、
微
量
な
漏
水
に
つ
い
て

は
発
見
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
な

お
、
老
朽
化
し
た
配
水
管
の
更

新
計
画
を
立
て
る
た
め
、
水
道

管
の
管
網
図
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
更
新
計
画
に
基
づ

い
て
配
水
管
が
更
新
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
漏
水
も
減
っ
て
い

く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

決算審査意見書を報告する西内代表監査委員

質
疑

質
疑

教
育
長

町
長

水道水がどの
くらい各家庭に
届けられている
かを示す割合の
こと

有収率とは

学
校
教
育
課
長

質
疑

保
険
係
長

副
町
長

質
疑

建
設
水
道
課
長
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１　

審
査
年
月
日

　

令
和
３
年
９
月
27
日
・
28
日

２　

審
査
結
果

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
等
の
７
議
案
に
つ
い

て
は
、『
認
定
』
と
決
定
し
た
。

３　

審
査
意
見

知
内
町
地
域
公
共
交
通
運

行
事
業
に
つ
い
て

知
内
町
地
域
公
共
交
通
運
行

事
業
に
つ
い
て
は
、
運
行
ダ
イ

ヤ
の
変
更
や
広
報
活
動
に
よ
り

昨
年
度
に
比
べ
大
幅
に
利
用
者

が
増
加
し
た
も
の
の
、
事
業
費

６
５
０
万
６
千
円
に
対
し
、
延

べ
１
，
１
０
３
人
の
利
用
に
留

ま
っ
て
い
る
。
国
か
ら
補
助
金

や
特
別
交
付
税
措
置
に
よ
り
町

負
担
は
軽
減
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、費
用
対
効
果
の
面
か
ら
、な

お
一
層
の
利
用
者
増
を
図
る
と

と
も
に
、
将
来
的
な
地
域
公
共

交
通
体
系
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

十
分
な
検
討
を
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

国
民
健
康
保
険
事
業
基
金

に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
事
業
基
金
の

令
和
２
年
度
末
現
在
高
が
１
億

２
，
４
０
２
万
９
千
円
と
昨
年

度
か
ら
１
，
６
４
９
万
６
千
円

の
増
と
な
り
、
国
民
健
康
保
険

の
都
道
府
県
単
位
化
に
よ
り
国

民
健
康
保
険
事
業
会
計
に
お
け

る
年
度
毎
の
歳
出
が
平
準
化
さ

れ
た
状
況
を
鑑
み
、
今
後
に
お

い
て
は
適
当
な
基
金
残
高
水
準

を
定
め
、
そ
こ
に
近
づ
け
る
よ

う
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下

げ
に
よ
る
被
保
険
者
の
負
担
軽

減
を
図
る
よ
う
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

予
算
流
用
で
は
な
く
、
補
正

予
算
議
決
や
専
決
処
分
を

監
査
委
員
の
審
査
意
見
で
も

指
摘
の
あ
っ
た
予
算
流
用
に
つ

い
て
は
、
本
来
、
補
正
予
算
の

議
会
議
決
に
よ
り
予
算
の
追

加
・
減
額
が
行
わ
れ
る
こ
と
が

適
当
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
あ
た
り
に
つ
い
て
十
分
留
意

し
、
ま
た
、
議
会
を
招
集
す
る

時
間
が
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場

合
に
お
い
て
は
、
後
に
議
会
で

の
承
認
が
必
要
と
な
る
地
方
自

治
法
第
１
７
９
条
に
基
づ
く
専

決
処
分
に
つ
い
て
、
そ
の
活
用

を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
に
お
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
事
務
・
事
業
等
の
未

実
施
、
中
ノ
川
地
区
の
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
の
売
却
、
湯
ノ
里

地
区
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
施
設

に
よ
る
固
定
資
産
税
（
償
却
資

産
分
）
や
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付

金
の
増
も
あ
り
、
実
質
単
年
度

収
支
が
２
年
連
続
で
黒
字
、
財

政
調
整
基
金
が
大
幅
に
増
加
、

基
金
積
立
金
総
額
も
黒
字
化
に

転
じ
る
な
ど
財
政
状
況
の
改
善

傾
向
が
伺
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
の
財
政
運
営
に
お
い
て
も

こ
の
改
善
傾
向
が
維
持
さ
れ
る

よ
う
、
本
町
が
定
め
る
「
行
財

政
改
善
計
画
」
を
推
し
進
め
る

な
ど
財
務
体
質
の
健
全
化
を
図

り
な
が
ら
、
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍

で
疲
弊
す
る
地
域
社
会
へ
の
支

援
・
対
策
等
も
十
分
に
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

第３回定例会の概要

Ｓ
等
の
機
能
は
休
校
時
や
学
校

側
か
ら
の
連
絡
事
項
に
限
り
使

用
し
、
児
童
・
生
徒
間
で
は
使

わ
な
い
よ
う
制
限
し
た
上
で
貸

し
出
し
す
る
ル
ー
ル
と
し
て
い

ま
す
。

❖
国
民
健
康
保
険
事
業

　
特
別
会
計
❖

質
疑　
平
成
２８
年
度
と
比
較
し

て
国
保
の
加
入
者
が
減
り
、
医

療
給
付
費
も
減
っ
て
き
て
い
る

中
、
約
１
億
３
，
０
０
０
万
円

の
基
金
は
持
ち
す
ぎ
だ
と
思
う

が
。
国
保
税
を
引
き
下
げ
る
な

ど
国
保
加
入
者
に
還
元
す
る
考

え
は
な
い
か
。

保
険
係
長　
令
和
２
年
度
以
降
、

基
金
繰
入
を
行
い
、
新
た
な
予

防
事
業
や
保
険
事
業
に
活
用
し

て
い
ま
す
。
保
険
税
率
の
引
き

下
げ
に
つ
い
て
は
、
国
保
運
営

協
議
会
で
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

副
町
長　
国
保
税
に
お
け
る
標

準
税
率
と
町
の
税
率
で
は
、
平

等
割（
世
帯
割
）の
医
療
費
分・

支
援
分
・
介
護
分
を
合
わ
せ
る

と
約
１
万
２
，
０
０
０
円
の
差

が
あ
る
こ
と
か
ら
保
険
税
率
の

１２３

審
査
意
見

審
査
結
果

審
査
年
月
日

令
和
２
年
度

決
算
審
査
特
別

委
員
会
報
告

令和２年度各会計決算認定採決結果

会計区分
採決 成

澤　
五
郎

五
十
嵐
捷
爾

吉
田　
峰
一

笠
松　
悦
子

木
村　
　
一

谷
口　
康
之

○
賛成

×
反対

一般会計 6 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険事業特別会計 6 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○
後期高齢者医療特別会計 6 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○
介護保険特別会計 6 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○
公共下水道事業特別会計 6 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○
農業集落排水施設整備事業特別会計 6 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道事業会計 6 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○
※各会計の採決に、伊藤政博議長・松井盛泰議選監査委員・山田顕人委員長は加わらない


